
(19)日本国特許庁（JP） (12) 公開特許公報（Ａ） (11)特許出願公開番号

特開2003－225200
(P2003－225200A)

(43)公開日 平成15年8月12日(2003.8.12)

(51)Int.Cl7 識別記号 FI ﾃｰﾏｺｰﾄﾞ(参考)

   �A�6�1�B  1/04    372

   �G�0�2�B 23/24    

   �H�0�4�N  7/18    

// �H�0�4�N  5/225   

   �A�6�1�B  1/04    372

   �G�0�2�B 23/24    B

   �H�0�4�N  7/18    M

   � � � �   5/225   C

�2�H�0�4�0

�4�C�0�6�1

�5�C�0�2�2

�5�C�0�5�4

審査請求 未請求 請求項の数 1　ＯＬ（全 6 数）

(21)出願番号 特願2002－26063(P2002－26063)

(22)出願日 平成14年2月1日(2002.2.1)

(71)出願人 000000376

オリンパス光学工業株式会社

東京都渋谷区幡ヶ谷2丁目43番2号

(72)発明者 辻谷 英樹

東京都渋谷区幡ヶ谷2丁目43番2号  オリン

パス光学工業株式会社内

(74)代理人 100058479

弁理士 鈴江 武彦 (外4名)

Ｆターム（参考） 2H040 BA02 BA04 DA22 GA02 GA06

GA11

4C061 CC06 GG09 JJ06

5C022 AA09 AC07 AC42 AC78

5C054 CC07 HA12

(54)【発明の名称】 電子内視鏡システム

(57)【要約】
【課題】  電子内視鏡の無菌性を保ったままＴＶ装置や
顕微鏡などの観察装置にこの電子内視鏡を接続可能な電
子内視鏡システムを提供する。
【解決手段】  挿入部４先端に固体撮像素子が内蔵さ
れ、この固体撮像素子を用いて撮像した映像信号を伝達
するビデオコネクター７を有する電子内視鏡１と、映像
信号を画像処理する観察装置３とを備えた電子内視鏡シ
ステムでは、一端部がビデオコネクター７に対して着脱
自在に形成され、他端部が観察装置３に対して着脱自在
に形成されてビデオコネクター７と観察装置３とを隔離
させた位置で互いに対して電気的に接続可能で、かつ滅
菌処理可能な接続アダプター２を配設している。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  挿入部先端に固体撮像素子が内蔵され、
この固体撮像素子を用いて撮像した映像信号を伝達する
ビデオコネクターを有する電子内視鏡と、
前記映像信号を画像処理する観察装置と、
一端部に前記ビデオコネクターが着脱自在に接続される
第１の接続部、他端部に前記観察装置が着脱自在に接続
される第２の接続部がそれぞれ形成され、前記ビデオコ
ネクターと観察装置とを隔離させた位置で互いに対して
電気的に接続可能で、かつ滅菌処理可能な接続アダプタ
ーと、
を具備することを特徴とする電子内視鏡システム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、電子内視鏡シス
テムに関する。
【０００２】
【従来の技術】例えば外科手術時の電子内視鏡装置の使
用環境には、清潔に保った器具を使用する滅菌域と、そ
うでない非滅菌域とがある。電子内視鏡は患者や術者が
直接触れるので、外科手術に使用する際には滅菌状態
（滅菌域）にある必要があり、公知の滅菌装置によって
予め滅菌されている。一方、例えばビデオプロセッサや
光源装置などの大型で滅菌処理ができない観察装置はこ
のような滅菌装置によって滅菌することができないの
で、非滅菌状態（滅菌域）にある。そして、電子内視鏡
装置はビデオコネクターと観察装置とが接続されて使用
される。
【０００３】また、特開２００１－２０８９７８号公報
では手術用顕微鏡下で顕微鏡視野の死角部分を観察する
ためのアシストスコープが開示されている。このスコー
プを使用する場合、術者が顕微鏡の接眼部から覗いた顕
微鏡の視野内に子画面を表示して、この子画面にアシス
トスコープの像を映して観察する。アシストスコープは
様々な方向で体内に挿入して観察を行なうが、顕微鏡の
視野の上下左右と、スコープ画像とが一致しない場合、
スコープで体内のどの部分を観察しているのかを認識す
るため、スコープ画像をローテーションさせて合わせ
る。また、患部を拡大観察する場合、ズームを行なう。
【０００４】また、特開２００１－２６９３１２号公報
では電子スコープはＴＶカメラ本体（筐体）にビデオコ
ネクターを接続することによって電気的に映像信号を伝
達している。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】内視鏡下での観察、手
術を行なう場合、電子内視鏡を観察装置に直接接続する
と、滅菌されている電子内視鏡のビデオコネクターが観
察装置に触れて汚染されてしまう。このため、本来滅菌
状態にあるべき術者が雑菌に汚染されている可能性があ
る医療器具もしくはその一部に直接触れる可能性があ
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る。
【０００６】また、特開２００１－２０８９７８号公報
に開示されたアシストスコープでは、顕微鏡本体に設け
た各ツマミを操作して回転操作やズーム操作などを行な
っていたが、術者はスコープを手で把持して顕微鏡接眼
部を覗き、操作は別の補助者が術者の声の指示に合わせ
て調整していたため、思うように調整ができなかった
り、時間がかかったりしてしまっていた。
【０００７】また、特開２００１－２６９３１２号公報
に開示された電子スコープでは上述のようにコネクター
まで汚染されてしまうので、術中に複数のスコープを順
次使用するといった使用方法はできなかった。
【０００８】また、従来技術ではファイバースコープの
ように画像を光学的に伝達する場合にのみアダプターが
使用可能であり、電子スコープのように電気的に映像を
伝達する場合には、内視鏡の無菌性を保ったままＴＶ装
置や顕微鏡などの観察装置に接続することができなかっ
た。
【０００９】この発明は上記課題を解決するためになさ
れたもので、電子内視鏡の無菌性を保ったままＴＶ装置
や顕微鏡などの観察装置にこの電子内視鏡を接続可能な
電子内視鏡システムを提供することを目的としている。
【００１０】
【課題を解決するための手段】（手段）上記課題を解決
するために、この発明の電子内視鏡システムは、挿入部
先端に固体撮像素子が内蔵され、この固体撮像素子を用
いて撮像した映像信号を伝達するビデオコネクターを有
する電子内視鏡と、前記映像信号を画像処理する観察装
置と、一端部に前記ビデオコネクターが着脱自在に接続
される第１の接続部、他端部に前記観察装置が着脱自在
に接続される第２の接続部がそれぞれ形成され、前記ビ
デオコネクターと観察装置とを隔離させた位置で互いに
対して電気的に接続可能で、かつ滅菌処理可能な接続ア
ダプターとを具備することを特徴とするものである。
【００１１】（作用）接続アダプターには電気接点が設
けられており、電子内視鏡と観察装置とを電気的に接続
すると同時に、空間的には電子内視鏡のビデオコネクタ
ーと観察装置とを隔離して配置する。接続アダプターは
例えばオートクレーブ滅菌やＥＯＧ（エチレンオキサイ
ドガス）滅菌などを施すことができるので、ビデオコネ
クターが汚染されることがない。
【００１２】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照しながらこの発
明の実施の形態について説明する。
【００１３】（構成）この実施の形態にかかる電子内視
鏡システムは以下のように構成されている。
【００１４】図１に示すように、この実施の形態にかか
る電子内視鏡システムは電子内視鏡１と、接続アダプタ
ー２と、観察装置３と、図示しないＴＶモニターとから
構成されている。
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【００１５】電子内視鏡１は長尺な挿入部４と、この挿
入部４の基端部に連結され、術者に把持される把持部５
と、この把持部５の基端部に一端部が接続された保護ケ
ーブル６と、この保護ケーブル６の他端部に配設された
ビデオコネクター７とを備えている。上述した挿入部４
の先端部には、対物レンズ（図示せず）と、画像を電気
信号に変換する固体撮像素子（図示せず）とが配設さ
れ、さらに図２に示すように照明光を出射するライトガ
イドファイバー８との端面が固定されている。そして、
固体撮像素子には信号線９が接続されている。このよう
に接続した信号線９とライトガイドファイバー８とがそ
れぞれ挿入部４、把持部５および保護ケーブル６の中を
通ってビデオコネクター７まで導かれている。
【００１６】ビデオコネクター７には、プラスチック材
等の絶縁性を有する材料で成形されたコネクタケース７
ａが設けられている。図２に示すように、ビデオコネク
ター７のコネクタケース７ａの内部には、基板１０が収
納されており、この基板１０に信号線９が接続されてい
る。ビデオコネクター７の先端部には、図１および図２
に示すように、階段状に突出した方形の接点部１１がビ
デオコネクター７のコネクタケース７ａと一体的に形成
されている。この接点部１１には銅や金等の導電性金属
材製の接点板１２が、接点部１１の外面および内面に露
出するように複数個が櫛歯状に上面および下面に並列に
埋設されている。これら接点板１２を埋設するには、ビ
デオコネクター７のコネクタケース７ａを射出成形する
際に接点板１２を金型にインサートしておくことによっ
て、隙間なく、液密かつ気密にプラスチック樹脂材の中
に埋設することができる。
【００１７】図２に示すように、基板１０は接点部１１
の内部に差し込まれることによって接点板１２の間に挟
まれて固定され、これにより基板１０と接点板１２とが
電気的にも接続される。基板１０の下部には、ライトガ
イドファイバー８の端部が後述する接続アダプター２に
固定されており、このライトガイドファイバー８の端部
がビデオコネクター７の端面に向けて露出されている。
【００１８】接続アダプター２の外観はビデオコネクタ
ー７の相似形に設けられている。また、この接続アダプ
ター２の一端にはビデオコネクター７が収納可能な形状
のスコープ接続部（第１の接続部）２ａが設けられてい
る。この接続アダプター２の材質はオートクレーブ滅菌
やＥＯＧ（エチレンオキサイドガス）滅菌などに対して
耐久性を有するプラスチック材等の絶縁部材で成形され
ている。接続アダプター２の他端部（第２の接続部）に
は、ビデオコネクター７の接点部１１とほぼ同様の構成
の接点部１３が設けられている。この接点部１３には銅
や金等の導電性金属材製の接点板１４がこの接点部１３
の外面に露出するように複数個が櫛歯状に並列かつ上面
下面に埋設されている。
【００１９】接点板１４の後端側は、接続アダプター２
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の内面に露出し、ビデオコネクター７を接続したときに
ビデオコネクター７の接点板１２と接触する位置に設け
られている。接点板１４を埋設する場合、ビデオコネク
ター７の接点板１２と同様に埋設される。接続アダプタ
ー２の後端側の内側には、ビデオコネクター７を着脱自
在に固定するための突起１５が設けられており、この突
起１５はビデオコネクター７の上面に設けられた窪み１
６に係止するように形成されている。
【００２０】接続アダプター２の後端部には、突起１５
に連なって固定解除レバー１７が設けられている。この
固定解除レバー１７を持ち上げると突起１５も一緒に持
ち上がり、窪み１６への係止が解除される。接続アダプ
ター２のライトガイドファイバー８に対面する場所に
は、観察装置３に内蔵された光源ランプ１８からの照明
光をライトガイドファイバー８に伝達するためのロッド
レンズ１９が埋設されている。
【００２１】なお、これら電子内視鏡１および接続アダ
プター２はともに滅菌処理が行なわれている。
【００２２】観察装置３には、接続アダプター２を着脱
自在に接続するメスコネクター部２０が設けられてい
る。このコネクター部２０には接続アダプター２が収納
可能な形状に設けられている。このコネクター部２０の
奥壁部には接続アダプター２を接続した際に接点板１４
に接触する電気接点２１が複数設置されている。また、
接続アダプター２を着脱自在に固定するための固定手段
２２が設けられている。その他、観察装置３にはＣＣＤ
駆動用電源（図示せず）と、ＣＣＤ駆動回路、画像信号
処理回路などの回路基板（図示せず）と、照明光用光源
ランプ１８が内蔵されている。
【００２３】電子内視鏡システムは、この電子内視鏡１
のビデオコネクター７と接続アダプター２とが接続さ
れ、この接続アダプター２と観察装置３とが接続されて
使用可能な状態に形成される。
【００２４】（作用）次に、このような電子内視鏡シス
テムの作用について説明する。
【００２５】観察装置３と接続アダプター２とを接続し
た状態では、電気接点２１と接点板１４とが電気的に接
続されるが、接続アダプター２の内面は観察装置３に直
接触れることがないため、無菌性（滅菌状態）が維持さ
れる。
【００２６】また、接続アダプター２とビデオコネクタ
ー７とを接続した状態では、接点板１４と接点板１２と
が電気的に接続される。
【００２７】このため、例えば外科手術時に滅菌状態の
接続アダプター２の内面が非滅菌状態の観察装置３から
隔離されているため、接続アダプター２の内面に嵌合さ
れるビデオコネクター７は無菌状態（滅菌状態）に保た
れている。
【００２８】さらに、他の滅菌状態にある電子内視鏡に
交換する場合、接続アダプター２を観察装置３に接続し
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たまま、接続アダプター２からビデオコネクター７を固
定解除レバー１７を上側に押し上げて突起１５と窪み１
６との係合を解除して、ビデオコネクター７を引き出
す。他の滅菌状態にある電子内視鏡１のビデオコネクタ
ー７を接続アダプター２に同様に接続しても滅菌状態が
維持される。
【００２９】（効果）したがって、この実施の形態につ
いて以下のような効果を有する。電子内視鏡１に有する
ビデオコネクター７とＴＶ装置や顕微鏡などの観察装置
３とをビデオコネクター７を無菌（滅菌）状態で電気的
に接続することができる。このため、観察装置３をその
まま非滅菌域に配置したまま、電子内視鏡１を交換する
場合にビデオコネクター７、延いては電子内視鏡１が非
滅菌状態に汚染されないようにすることができる。
【００３０】また、図３は、術者自身が調整操作を行な
うことができる手術用顕微鏡１０１を示すものである。
【００３１】（構成）図３に示すように、手術用顕微鏡
１０１には、アシストスコープ１０２を接続するための
接続ユニット１０３が設置されている。この接続ユニッ
ト１０３には、後述する撮像光学系に連動して観察像を
回転させる回転レバー１０４と、この観察像を拡大およ
び縮小するズームレバー１０５とが設けられている。ま
た、この接続ユニット１０３の内部には、それぞれ図示
しないが、ＴＶカメラヘッド、撮像光学系およびライト
ガイドファイバーなどが内蔵されている。
【００３２】アシストスコープ１０２は、体内に挿入す
る挿入部１０６と、この挿入部１０６を操作する操作部
１０７と、接続ユニット１０３に接続するためのコネク
ター１０９と、操作部１０７とコネクター１０９とを接
続するケーブル１０８とを備えている。挿入部１０６に
はライトガイドファイバーおよび観察光学系が挿通され
ている。また、操作部１０７には回転レバー１０４を遠
隔操作するためのスイッチ１１０と、ズームレバー１０
５を遠隔操作するためのスイッチ１１１とが設けられて
いる。これらスイッチ１１０，１１１はケーブル１０８
およびコネクター１０９を介して電気的に接続ユニット
１０３に接続されている。
【００３３】（作用）次に、このような手術用顕微鏡１
０１の作用について説明する。
【００３４】例えば外科手術時に患部を観察するため、
アシストスコープ１０２の挿入部１０６の先端から挿入
する。そして、この状態で操作部１０７に設けられたス
イッチ１１０を術者が操作すると、ケーブル１０８およ
びコネクター１０９を介して電気信号が伝達されて回転
レバー１０４が遠隔操作される。このため、アシストス
コープ１０２の挿入部１０６の内部に設けられた撮像光
学系を術者が所望の角度分回転させて観察像を所望の位
置まで回転させる。
【００３５】また、スイッチ１１１を術者が操作する
と、同様にズームレバー１０５が遠隔操作される。この*
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*ため、ＴＶカメラヘッドを術者が所望の拡大および／も
しくは縮小位置まで駆動してズーム機能を働かせて、観
察像を所定の範囲内で所望の大きさにする。
【００３６】（効果）したがって、この実施の形態によ
れば、以下のような効果を有する。スイッチ１１０，１
１１によって内視鏡画像の回転操作やズーム操作を術者
自身が遠隔操作で行なうことができるので、アシストス
コープの操作を容易に行なうことができる。
【００３７】このため、術者は顕微鏡接眼部を覗きなが
ら回転操作やズーム操作などを自在に行なうことができ
るので、時間を短縮することができる。
【００３８】これまで、この発明の好ましい実施の形態
について図面を参照しながら具体的に説明したが、この
発明は、上述した実施の形態に限定されるものではな
く、その要旨を逸脱しない範囲で行なわれるすべての実
施を含む。
【００３９】上記説明によれば、下記の事項の発明が得
られる。また、各項の組み合わせも可能である。
【００４０】［付記］
（付記１）  挿入部先端に固体撮像素子が内蔵され、こ
の固体撮像素子を用いて撮像した映像信号を伝達するビ
デオコネクターを有する電子内視鏡と、前記映像信号を
画像処理する観察装置と、を有する電子内視鏡システム
において、一端部が前記ビデオコネクターに対して着脱
自在に形成され、他端部が前記観察装置に対して着脱自
在に形成されて前記ビデオコネクターと観察装置とを隔
離させた位置で互いに対して電気的に接続可能で、かつ
滅菌処理可能な接続アダプターを配設したことを特徴と
する電子内視鏡システム。
【００４１】（付記２）  付記項１に記載の電子内視鏡
システムであって、前記接続アダプターには、光源装置
からの照明光を電子内視鏡に導くための照明光伝達手段
が設けられている。
【００４２】
【発明の効果】以上説明したように、この発明によれ
ば、電子内視鏡の無菌性を保ったままＴＶ装置や顕微鏡
などの観察装置にこの電子内視鏡を接続可能な電子内視
鏡システムを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】好ましい実施の形態にかかる電子内視鏡システ
ムの概略的な外観図。
【図２】図１に示すビデオコネクターと接続アダプター
と観察装置とを接続した状態を示す断面図。
【図３】手術用顕微鏡と、顕微鏡視野の死角部分を観察
するためのアシストスコープの概略的な外観図。
【符号の説明】
１…電子内視鏡、２…接続アダプター、３…観察装置、
６…保護ケーブル、７…ビデオコネクター、８…ライト
ガイドファイバー、９…信号線、１０…基板、１１…接
点部、１２…接点板、１３…接点部、１４…接点板、１
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５…突起、１７…固定解除レバー、１８…照明光用光源
ランプ、１９…ロッドレンズ、２０…コネクター部、２*
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*１…電気接点、２２…固定手段

【図１】

【図２】
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